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状態を ji と表す．基本量子ビットを j0Li = ji; j1Li = j i
とすると，擬似ベル状態は以下のように表される [1]．
j	1i = h1(jiAj iB + j iAjiB); (1)
j	2i = h2(jiAj iB   j iAjiB); (2)
j	3i = h3(jiAjiB + j iAj iB); (3)














= ~h(jiAj iB + j iAjiB) (5)
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図 1 透過率ごとに振幅を最適化した場合の通信路容量
S(^) =  Tr ^ log ^ は von Neumann エントロピーであり，i


























ここで，FQ は量子 Fisher 情報量である．本研究で考える推定
はエンタングルド状態を用いた位相推定であり，推定するパラ








ここで，i; jii はそれぞれ () の固有値，固有ベクトルであ




小さいほど，良い性能を示している．それぞれ 1;3 は j	1;3i，
2;4 は j	2;4i，J は J.Joo らの ECS[4] の推定限界を表して
図 2 平均光子数 2:0の場合の推定限界の比較
いる．また，J.Jooらの ECSは
j	J i = hJ(jiAj0iB + j0iAjiB) (14)
と表され，hJ は規格化定数である．この図の場合では，透過率
0:7付近までは J.Jooらの ECSの推定限界が最も低い値を示し
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